
Ⅱ．事業評価個表（令和4年度）

事業期間の設定理由 －

番号 措置名 交付金事業の名称
1 地域活性化措置 健康づくりサービス提供事業

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

新十津川町第6次総合計画（令和4年度～令和13年度）
　まちづくりの目標　3　笑顔がつづく健康がある
　　政策　5　健康づくりの推進
　　　施策　1　感染症予防対策の充実、2　健康の維持、増進、3　母子保健体制の充実
　　　　・健康相談、健康教育などの体制をより充実するとともに、健康に対する意識の啓
          発、食事や運動などの生活習慣の改善に向けた取り組み
目標：①町広報誌への健康情報の掲載回数　年12回（測定期間　令和4年度）
　　　②保健師による健康相談等の実施回数　4～9月：420回（測定期間　令和4年度）
事業を行うことが必要な理由、現状と問題点、期待される効果：
　本事業は、町総合計画「健康づくりの推進」の政策を実施するための事業で、心身ともに健康
で明るい生活を送る町民が増えることを目標としています。
　近年は、カロリーの過剰摂取や運動不足などにより、生活習慣病が増加傾向にあります。生活
習慣病を防ぐためには、日常生活の改善及び町民一人ひとりの健康に対する意識改革が必要で
す。
　町は、健診、保健師による生活習慣の改善指導及び健康相談業務などを通じて、町民の健康管
理及び健康増進に取り組むことによって、地域住民の福祉向上を図ります。

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 新十津川町
交付金事業実施場所 樺戸郡新十津川町字中央

交付金事業の概要
保健師2名の給料1か月分を事業費とします。
町民の健康増進及び疾病予防を目的として保健師による健診や生活習慣の改善指導を実施しま
す。



交付金事業の担当課室 保健福祉課健康推進グループ
交付金事業の評価課室 総務課財務・情報グループ

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
人件費 雇用 保健師2名 632,800

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 326,000 332,000 305,000
うち文部科学省分

総事業費 618,700 626,300 632,800

うち経済産業省分 326,000 332,000 305,000

交付金事業の総事業
費等

令和2年度 令和3年度 令和4年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度

2

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

2
達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

令和4年度
保健師の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期
間（月））

活動実績 人月 2 2 2
活動見込 人月 2

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

健康相談等実
施回数420回

健康相談等
実施回数
（回）

成果実績 回 528
目標値 回 420

達成度 ％ 125.7%

評価年度の設定理由
PDCAサイクルによる事業改善を図るため、交付金事業の終了後速やかに達成状況を把握する。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
本交付金事業により、令和4年9月の1カ月間において、保健師2名を確保し、健康情報の定期連載
や健康相談等を実施することができました。町広報誌において「健康だより」を毎月1回連載し、
より広範囲に情報発信できるよう努めました。保健師による健康相談等は、単年度目標420回に対
して実績528回でした。増加した要因としては、昨年同様、新型コロナウイルス感染症のワクチン
接種に係る相談件数が多かったことが要因です。特殊な状況下ということもあり、一概に過年度
と比較することはできませんが、それでも目標値を大きく上回ったことは本事業の取り組みが町
民に広く認知され、必要とされていることの現れだと考えられます。今後も町民の健康に対する
意識向上、健診による疾病の早期発見のため、本事業を継続することで、地域住民の福祉向上を
図っていきます。

町広報への健
康情報掲載回

数12回

町広報への
健康情報掲
載回数(回)

成果実績 回 12
目標値 回 12

達成度 ％ 100.0%


